
 

 

平成 31年度 東京都内湾水生生物調査 2月成魚調査速報 
 

●実施状況 

令和 2年 2月 28日に成魚調査を実施した。調査当日は大潮で、満潮が 7時 22分、干潮が 13時 36分

であった（気象庁のデータ）。調査当日の透明度は 2.5～4.5mであり、全調査地点で赤潮状態が確認され

ず、底層の貧酸素状態についても確認されなかった（底層の DOは 7.5～9.1mg/Lであり、DO飽和度も

88.4～102.2%と高い値を示した）。全地点で、ハタタテヌメリ等の魚類が確認されたほか、シャコやケブカエン

コウガニ等の甲殻類も多く確認された。 

 

 St.35 St.25 St.22 St.10 

作業時刻 10：06-10：50 11：20-12：05 12：45-13：45 13：54-14：50 

水深（ｍ） 25.5 11.8 13.6 7.2 

天候 晴 晴 晴 晴 

気温（℃） 9.0 11.0 10.6 10.4 

風向/ 

風速(m/ｓｅｃ) 
NE/3.0 ENE/4.2 ESE/5.0 ESE/4.5 

波浪(m) 0.3 0.3 0.3 0.3 

透明度(m) 4.5 2.5 3.0 3.5 

観測層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 

水温(℃) 11.8 13.7 11.6 12.6 12.1 12.9 12.0 11.6 

塩分（－） 32.0 33.2 29.7 32.0 31.3 32.7 31.5 31.7 

ＤＯ(mg/L) 9.3 7.5 8.7 7.9 9.3 8.0 9.1 9.1 

ＤＯ飽和度(%) 105.5 88.4 96.0 91.0 105.2 93.1 103.3 102.2 

ｐＨ（－） 8.１ 8.0 7.9 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 

水の臭気 なし なし なし なし なし なし なし なし 

備考 
特になし 特になし 特になし 特になし 

観測層：上層（0m）・下層（海底面上 1m） 

●主な出現種等 （速報なので、種名等は未確定です。） 

主な出現種等 St.35 St.25 St.22 St.10 

魚類 ハタタテヌメリ（c） 

テンジクダイ（+） 

ゲンコ（+） 

マゴチ(r) 

テンジクダイ(r) 

クロダイ(r) 

ハタタテヌメリ(r) 

テンジクダイ(r) 

モヨウハゼ(r) 

クロダイ（r） 

ハタタテヌメリ（r） 

 

魚類以外 

（目立った種） 

フタホシイシガニ（m） 

ケブカエンコウガニ（c） 

シャコ(+) 

スナヒトデ(c) 

オウギゴカイ（+） 

トリガイ（r） 

オウギゴカイ（c） 

エビジャコ属（+） 

ホンビノスガイ（+） 

スナヒトデ（m） 

エビジャコ属（+） 

サルエビ（r） 

備考 アカエビ属やスナヒト

デ、ハナムシロ等が

採取された。 

アカエイやサルボウ、

ホンビノスガイ等が採

取された。 

シャコやケブカゲンコ

ウガニ、サメハダヘイ

ケガニ等が採取され

た。 

モミジガイやホンビノ

スガイ等が採取され

た。 

注）表中の（ ）内の記号は大まかな個体数を表す。 

G:1000個体以上、m:100～1000個体未満、c:20～100個体未満、+:5-20個体未満、r:5個体未満



 

 

調査地点：St.35  

 調査地点位置        水質状況       地点状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

主な出現種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季には湾奥に分布するが、秋か

ら春には湾央にも広く分布する。

全長 14cm 程になる。産卵期は 11

～2 月。内湾での底曳網調査で優

占する魚種の一つ。東京湾では

「メゴチ」と呼ばれている。 

 

南側には東京湾アクアライン「風の塔」が見

える。 

東京湾アクアライン 
「風の塔」 

ケブカエンコウガニ 

北海道南部以南の日本各地に

生息する。東京湾では湾全域

から採集記録があるが湾奥では

あまりみられない。水深 50～

150m の砂泥底に生息し、底生

生物を食べる(本調査地点の水

深は 25m程であった)。 

 

甲幅 3cm程。水深 10～100mの砂

泥底に生息する。東京湾では、

1950年代以降から 2000年代初頭

まで、主要ベントスとして常に安定

的に個体群を維持していた*1。 
※1:土井ら(2010)日本ベントス学会誌 65:10-17 

貧酸素状態は確認されな

かった(底層DO:7.5mg/L)。 

スナヒトデ 

※写真のスケール 1目盛：1mm 

ミズクラゲ 

シャコ ケブカエンコガニ 

フタホシイシガニ 
シャコ 

アカエビ属 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

水
深

(m
)

St.35

水温〔℃〕 塩分 酸素量〔mg/L〕

ゲンコ ハタタテヌメリ 

テッポウエビ属 

モヨウハゼ 

テンジクダイ 

ゲンコ 

スナヒトデ 

ハタタテヌメリ 

テンジクダイ 

ゲンコ 



 

 

調査地点：St.25  

調査地点位置        水質状況       地点状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出現種 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

西側には東京国際空港が見える。 

アカエイ 

東京湾で最も普通にみられるエイ

の仲間である。胸ビレで海底をあお

いで掘り起こし、隠れている甲殻類

や多毛類などを食べる。尾部の毒

棘は大変危険。 

内湾や河口域の水深 30m 以浅の

砂泥底に生息する。稚魚は干潟域

等の浅所で生活し、成長とともに深

所へと移動する。砂泥底に潜み、

底生生物や小型の魚類をエサとし

ている。 

貧酸素状態は確認されな

かった(底層DO:7.9mg/L)。 

サルボウ 

内湾の潮下帯から水深 20m まで

の砂泥底に生息している。殻の表

面には 32本程の太い縦筋が並ん

でいる。よく似た種に殻表面の筋

の本数の違うアカガイ(42 本)がい

る。 

クロダイ 
シャコ 

※写真のスケール 1目盛：1mm 

ハタタテヌメリ 

サルボウ 

トリガイ 

ケブカエンコウガニ 
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スナヒトデ 

アカエイ 

ハナムシロ 

マゴチ 

注：マゴチは貝殻片の下にいたため、上記写真からは確認できない。 



 

 

調査地点：St.22  

調査地点位置        水質状況       地点状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出現種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北西側には東京ゲートブリッジが見える。 

東京湾全域から出現記録があ

り、特に湾奥に多い。砂泥底に

生息し、甲殻類等を食べる。繁

殖期は 7～10月。 

 

貧酸素状態は確認されな

かった(底層DO:8.0mg/L)。 

※写真のスケール 1目盛：1mm 

ホンビノスガイ 

シャコ 

ハタタテヌメリ 

ケブカエンコウガニ 

内湾や内海の砂泥底、また河口

の汽水域にも生息している。東京

湾では水深 15～30m に生息し、

甲殻類・軟体動物・多毛類・魚類

をとらえて食べる。産卵は 5 月中

旬から 7月上旬。 

殻長 10cm を超える大型種。北

米原産の外来種で、殻は本来白

色だが、底泥中の硫化物の影響

で黒っぽくなっている。採取され

た個体の大きさは、殻長 2～3cm

程であった。 

サメハダヘイケガニ 
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ホンビノスガイ 
アカクラゲ 

テンジクダイ 

ハタタテヌメリ 

ケブカエンコウガニ 

トリガイ、 

タイラギ等の死殻 

アカガイ 

スナヒトデ 

スナヒトデ 

テンジクダイ シャコ ホンビノスガイ 



 

 

調査地点：St.10  

調査地点位置        水質状況       地点状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出現種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧酸素状態は確認されな

かった(底層DO:9.1mg/L)。 

北側には、東京ディズニーリゾートが見える。 

体の中心から腕の先までの長さ

が 9cm 程になる中型のヒトデ。砂

泥底に生息する。上側(口がない

側)は灰青色や灰褐色、赤褐色

など多様な色を示す。 

東京湾で最も普通にみられる小

型のクルマエビの仲間である。内

湾の砂底～砂泥底に生息する。

日中は砂に潜っており、夜間に活

動する。7～8 月が産卵盛期であ

る。 

東京湾全域から出現記録があ

る。体色は銀白色であるが、タイ

科の中では黒っぽい。雑食性で

小型甲殻類やゴカイ類、貝類、

藻類などを食べる。雄性先熟(オ

スとして性成熟した後にメスに性

転換する)である。 

 

モミジガイ 

ハタタテヌメリ 

※写真のスケール 1目盛：1mm 

スナヒトデ クロダイ 
ホンビノスガイの死殻 

スナヒトデ 
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ホンビノスガイ 

エビジャコ属 

マダコ科 

クロダイ サルエビ モミジガイ 


